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Abstract

Chessis seldom describedinJapaneseliteraryworks，aSitis

not very prevalentinJapan・However，We SOmetimes findim－

pressive scenes of playlng Go，Whichis also a board game・

appearinJapaneseliterature・ItiswellknownthatSeishonagon

and Murasakishikibu played Go，and we find SosekiNatsume

POrtrayedpersonsplaylngGowhenweread，IamaCatandThe

Wayfbrer．Among all，T77e Master qf Go，Written by Yasunari

Kawabata that directly settles on a Meijinsen，a battle between

two Gomasters，aSathemecan be considered aliterarymaster－

pleCedealingwithGo・

Ontheotherhand，inEurope，Chessoftenappearsinliterary

works・TVlrOughtheLJOOking－GlasswrittenbyLewisCarrolland

771e RoyalGame by Stefan Zweig treat chess as animportant

motif．In771eD㊥nsewrittenbyVladimirNabokov，Luzhin，in
whom the embodiment of a chess playeris finely made，is the

hero．Therearecountlessexamplesofworksthatportraypersons

playlngChessorthatrefertochessinmetaphoricterms・

0riginally，inEurope，Chesswasregardedasanimportantpart

Ofculture，andsotherearemanynovelistsandpoetswhoplayed

chess・In19th century Russianliterature，pOetS SuCh as Pushkin

and Lermontov，aS Well as novelists such as Turgenev，Tcher－

nyshevsky，andToIstoywerewellknownaschesslovers・Inthe

20th century，nOVelists such as Maksim Gorky and Vladimir

Nabokov can belisted．Furthermorein France，1iterati such aS

Beaumarchais，Stendhal，Andr6Gide，and Saint－Exupiryplayed

Chess・Inothercountries，maJOrnOVelistswho representedtheir
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COuntries，SuCh asCervantesin Spain，Goethein Germany，and

DickensinEngland，areSaidtohaveplayedchess・

Inthisthesis，IchoosePushkin，TurgenevandToIstoyamong

the19thcenturyRussiannovelistsandexaminedhowtheywork－

edonchessandhowtheydepictedthisgameintheirworksusing

SOmeSPeCificinformationmain1yfromtheviewpolntOfliterature

Study．

はじめに

わが国ではチェスがそれほど普及していないため、純文学の作品中でチ

ェスが描かれることは、ほとんど皆無であると言えよう。私は日本文学の

専門家ではないが、同じボード・ゲームでも囲碁なら、重要な文学作品の

中で、しばしば印象的な場面が描かれているように思われる。清少納言や

紫式部が囲碁をたしなんだことはよく知られているし、近代以降では、た

とえば夏日漱石の『吾輩は猫である土　や『行人』などを読むと、作中人物

が囲碁を打っている。そして何よりも、囲碁名人戦を直接の題材として作

品化した川端康成の『名人』は、この種の文学の傑作と言ってよいであろ

う。

翻ってヨーロッパ文学では、チェスがしばしば登場する。ルイス・キャ

ロルの『鏡の国のアリス』やシュテフアン・ツヴァイクの『チェス・ノヴ

ェル』‘くSchachnovelle”では、チェスが主要なモチーフとなっているし、

私見によれば、チェスを描いたヨーロッパ文学の最高傑作は、ウラジーミ

ル・ナボコフの『ルージン防御』くく3aI叫押a月yKHHa，，であろう。その他、

何らかの形でチェスに言及されている作品となると、枚挙に暇がない。

そもそもヨーロッパでは、チェスが重要な文化とみなされており、作家

や詩人の中にもチェスをたしなんだ者が数多くいる。私が専門とする19世

紀ロシア文学では、プーシキン、レールモントフ、ツルゲーネ7、チェル

ヌイシェーフスキー、トルストイといった作家たちがチェスの愛好者とし

て知られているし、20世紀の作家では、マクシム・ゴーリキーやウラジー
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ミル・ナボコフの名前を加えることができる。さらにフランスでは、ボー

マルシェ、スタンダール、アンドレ・ジイド、サン＝テグジュペリといっ

た文学者たちがチェスを指し、その他の国では、セルバンテス、ゲーテ、

ディケンズといったそれぞれの国を代表するような大作家たちが、チェス

を楽しんだと言われている。

そこで本稿では、19世紀ロシアの作家から、プーシキン、ツルゲーネ7、

トルストイの三人を選び、彼らがどのようにチェスに取り組み、それぞれ

の作品の中で、このゲームをどのように形象化したかを見ることとしたい。

1．プーシキンとチェス

1－1　プーシキンの結婚と決闘

アレクサンドル・セルゲーエヴイチ・プーシキン（1799－1837）は、ロシ

アの最も偉大な詩人である。今でも国民詩人として、彼の作品は多くのロ

シア人によって読まれ、愛されている。プーシキンの父方は由緒ある貴族

の家系に属しており、ロシア史をひもとくと、その先祖たちの名にしばし

ば出くわす。一方母方はアフリカの熱い血を引いており、アビシニア（エ

チオピア）人で、ピョートル大帝の寵臣でもあったガンニバル将軍の孫娘

がプーシキンの母である。

1811年、プーシキンはサンクト・ペテルブルグ近郊のツアールスコエ・

セロー（llapcKOeCeJIO）に開設されたリソェイ（刀qe丘）、すなわち帝政ロ

シアの男子貴族学校に入学した。彼は自由主義的な校風の中で、のびのび

と学校生活を楽しみ、6年間にわたるリツェイ在学中に約150篇の詩を書

いたとされている。

1817年、リツェイでの学校教育を終えた後、政府の官吏として外務省に

勤務した。彼のいくつかの詩がペテルブルグからの追放を引き起こすまで、

プーシキンは政府の官吏として仕えた。その後彼は決闘で亡くなるまで、

多くの時間を詩や小説の創作活動に費やした。
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文学史上、プーシキンの南方追放時代は、ロマン主義の開花期に当たり、

それはバイロンの影響のもとに書かれた物語詩『カフカスの捕虜』

くくKaBKa3CKH丘ImeEHHK），や『パフチサライの泉』く（00HTaEy】〕axqHca－

pa政cROPO只BOpqa〉〉に結実している。その後、当局より要注意人物として

母方の領地であるミハイロフスコエ村へ追放され、1826年まで地方官憲の

監視下で謹慎生活を送ることになる。

1826年9月、プーシキンは「勅令により」迎えに来た伝令に伴われて、

モスクワに召喚された。プーシキンはニコライ1世の「温情」によって自

由の身とされたものの、実際は秘密警察の厳しい監視と検閲のもとに置か

れた。当時社交界で、絶世の美女と評判の高かったナクーリヤ・ゴンチヤ

ローワに恋をし、1831年2月に結婚する。その前年の秋、結婚祝いに父か

ら譲られたニジェゴロド県ポロジノ村へと赴き、そこでは約50篇のさまざ

まなジャンルにわたる重要な作品を書いた。

多くの文学史家たちによって、ナターリヤとの結婚はプーシキンの悲劇

の始まりを意味したものと解されている。幸福だったのは最初のうちだけ

で、二人の間には本当の心の通い合いはなかったと言われている。妻は夫

の文学を理解できぬ女性であったが、その美貌ゆえに社交界の花であり、

舞踏会には欠かせない存在であった。因みにチェス狂でもあったプーシキ

ンは1832年9月、妻のナターリヤに、「いとしい妻よ、君がチェスを習っ

てくれていることに感謝する。落ち着いた家庭生活を営むためには、それ
1J

は絶対に必要なものなのだ。いつかそれを証明しよう」と書いた手紙を送

ったりもした。その後、プーシキンは34歳になって年少侍従に任ぜられ、

ペテルブルグのアニチコフ宮殿勤務を命ぜられた。その背後には、夫に邪

魔されず、ナターリヤを舞踏会に出そうとする皇帝の意図があったと言わ

れている。結婚生活も宮仕えも、詩人を束縛するしがらみに他ならなかっ

たが、にもかかわらず、プーシキンはこの勤務を利用して、皇帝所属の古

文書を調べ、歴史を研究し、1833年に散文小説の傑作『大尉の娘』

くくKaJ目釘TaIICKa月AOqRa，，を書き始め、それと並行して『プガチョフ反乱史』
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くくHcTOpH兄nyraqeBa”の執筆にも取り掛かったのである。歴史研究がプー

シキンの創作において、極めて重要な意味を持ったことは、ここで改めて

指摘するまでもない。

妻とフランス出身の近衛士官ジョルジュ・ダンテスとの不倫スキャンダ

ルに巻き込まれたプーシキンは、1837年1月27日、ペテルブルグ郊外の雪

原でダンテスと決闘を行い、腹部に銃弾を受け、その二日後に息を引き取

った。プーシキンとダンテスとの決闘の経緯には、今日でも謎が多く、そ

の全貌はいまだ明らかにされていない。皇帝と秘密警察長官が黙認したこ

の決闘の背後には、何か陰謀めいたものがあることを同時代の人々は感じ

ていた。詩人レールモントフもその一人で、プーシキンの死を悼んで書い

た『詩人の死』“CMepTbⅡ03Ta”と題する詩の中で、詩人特有の直感から、

プーシキンの死は、貴族社会と専制政治の陰謀によってもたらされたもの

であることを見抜き、その怒りを決闘相手の異邦人ダンテスではなく、玉

座の周辺にいる人々にぶつけて、彼らを「自由と天才と栄誉の首斬り役

人」と呼んだ。

1－2　プーシキンとチェス

プーシキンがチェスを愛し、かなりの情熱を注いでこのゲームに取り組

んでいたことが、最近の研究で明らかにされている。プーシキンが最初に

チェスを覚えたのは、ツアールスコエ・セローのリツェイ通学時代のこと

らしいが、誰に、どのような形でそれを習ったのかははっきりしない。年

を経るとともに、技量も向上し、最終的にはアマチュア愛好者としてはか

なりの腕前に到達したと推察されるが、棋譜が残されていないため、プー

シキンのチュスの実力を客観的に評価することはできない。現在チェスの

公式戦では、各競技者に棋譜をつけることがルールで義務づけられている

が、当時（19世紀前半）は、そのような慣習もなかったのであろう。

前節でも少し触れたが、プーシキンはナターリヤ・ゴンチヤローワと結

婚し、彼女にチェスを覚えてくれるよう懇願したというエピソードがある。
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幸福な家庭生活を営むために、チェスは必要不可欠のものと詩人は考えて

いたようだ。因みにナターリヤは相当の腕前に達し、ペテルブルグの社交

界では、女性として最高の指し手にまでなったという同時代人の証言もあ
2I

る。

プーシキンは、かなり勝負にこだわるたちだったらしく、勝つと喜び、

負けると非常に落ち込んだと言う。単にゲームに興じるだけでなく、チェ

スの理論的な側面にも関心を持ち、プーシキンの書斎には、チュスの専門

誌や、1820年にパリで出版されたフランソワ・フイリドールの研究書『チ

ェスの分析』＜｛Analysedujeudesechecs”、ロシア人で最初にチェス・マ

スターとなったアレクサンドル・ペトロフ（1794－1867）が書いた『系統化

されたチェス』立ⅢaxMaTHa兄Ⅱrpa，rIPmeJIeHEa月BCHCTeMaTHqeCKH政

ⅡOp瑚OK》などがあった。ペトロフの本は、直接著者からプーシキンに寄

贈されたものである。また、フイリドールの本にはペンや鉛筆でさまざま

な書き込みがなされており、プーシキンによってポロポロになるまで使用

されたことが窺われる。そしてミハイロフスコエ幽閉時代に知り合ったア

レクセイ・ヴーリフがプーシキンの主な対戦相手であった。結局ナターリ

ヤの不倫スキャンダルに巻き込まれ、悲劇的な最期を遂げたプーシキンで

あるが、ダンテスとの決闘前夜も、この偉大な詩人はチェスを指して時間

を過ごしたと言われている。

1－3『ェヴゲ一二イ・オネーギン』に描かれたチェス

プーシキンの最高傑作は、言うまでもなく『ェヴゲ一二イ・オネーギ

ン』である。この作品は韻文小説と呼ばれ、独特の形式を持っている。14

行が一つのまとまり（これを「連」と言う）となっており、そのまとまり

「連」がいくつか集まって「章」を成すという形で、全編が貫かれている。

プーシキンの14行形式は西欧のソネット形式に発していて、シェークスピ

ア・ソネットの新機軸をも取り入れた独特な形と言うことができる。それ

は厳密な韻律、脚韻を守った整った詩形式であり、内容の面白さもさるこ
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とながら、まさにこの形式の美しさ、まるで音楽のような言葉の響きとメ

ロディー、－実はこの点にこそ、この作品の持つ最大の魅力があると言

っても過言ではない。ロシア語を母国語とする人なら誰でも、『オネーギ

ン』の一節をそらんじている。この作品を読む、ただそれだけのためでも

ロシア語を学ぶ価値がある、というのは故木村彰一先生の有名なセリフで

ある。

さて、この『ェヴゲ一二イ・オネーギン』（第4章26連）の中に、登場人

物がチェスを指すとても印象的な場面があるので、それを引用しよう。

彼はときどき、自然のことならシャトーブリアンよりももっと詳しく

知っている作家の、教訓的な小説をオリガに読んで聞かせた。そんな場

合彼は（おとめの心に危険な、空しいたわごとや作り話があると）、二、

三ページ、顔をあからめて飛ばした。またふたりは、すべての人から遠

く離れ、テーブルに肘を突きながら、じっと考え込んでチェス盤に向か

うこともときどきあったが、そんな時レンスキーは、ぼんやりして自分

のルークをポーンで取ったりする。

日本語に訳すと、味も素っ気もない散文訳になってしまうが、ロシア語

の原文は格調の高い韻文である。原文を引用して、その形式美を少し分析

してみよう。

OHHHOP只atIKTae′rOJIe

HpaBOytIHTeJIhHH負POMaH，

BKOTOPOMaBTOp3HaeT60JIe

np叩0只y，qeMuaTO6pHaII，

A Me刀KAyTeMJIBe，TpHcTpaIIIIqhI

（IlycThIe6peAH叫Ee6bI皿qbI，

OrIacHhleAJIflcep抑aAeB）

OH‥rIpOIIyCKaeT，rIOKpaCIIeB・
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y瑚HH月cbOT：BceX只a皿eIく0，

OIIHHaA】uaXMaTHO丘只OcIC0政，

HacTO刀06瓜OKOT兄cb，ⅡOpO政

CⅡ只見T，3a只yMaBⅢHChmy60KO，

HneHcKK最ⅡeⅡIKOK用aJIhX）

3）

BepeTBpaCCeflEbeCBOX）．

まず指摘すべきは、『ェヴゲ一二イ・オネーギン』という作品全体がき

れいな弱強格（兄M6）で貫かれており、この連も例外でないということで

ある。因みに9行目の脚eRO、12行目のmy60KOは、兄M6を維持するた

めに、それぞれ第2音節にアクセントを置いて朗読すべきである。

次に1行目最後の単語0皿eと3行目の最後60皿。とが韻を踏んでおり、

しかもアクセントが最終から2番目の母音上にあり、女性韻（xeH。Ka兄

p痺Ma）となっている02行目と4行目の最後の単語poMaHとuaTO6pH－

aHも、韻を踏んでいるが、ここではアクセントが詩行の最後の母音にあ

り、男性韻（MyXCKa兄p叫Ma）となっている。その他、5行目と6行目

（女性韻）、7行目と8行目（男性韻）、9行目と12行目（女性韻）、10行目と

11行目（男性韻）、13行目と14行目（男性韻）の最後で韻が踏まれている。

いささか専門的な話になるが、4行単位で見てみると、最初の1－4行は

ababの交互韻（nepeKP6cTHa只p痺Ma）、次の4行（5－8行）はaabbの

平行韻（cMeXHa兄P叫Ma）、そしてその次の4行（9－12行）はabbaの囲い

韻（0ⅩBaTHa月p痺Ma）となっている。さらに最後の余りの2行でも押韻さ

れている。このような脚韻の構成は、ここに引用した連だけでなく、基本

的には作品全体に踏襲されている。『ェヴゲ一二イ・オネーギン』の美し

い言葉の響きは、このような整った詩形式の奏でるメロディーにほかなら

ない。

さて、内容に関してだが、最後の2行は、くくH∴neHCKH丘。e工。K。Ⅲ糊も沿／

BepeTBPaCCefZHheCBOIO．”となっている。つまり、ここでレンスキーは
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愛するオリガにうっとりするあまり、うかつにも、ポーンで自分のルーク

を取ってしまうのである。わが国で出版されているいくつかの翻訳では、

ここのところを、レンスキーが相手の駒を取るかのように訳されているが、

それは誤訳である。最後のcBOK）は女性単数の対格形であり、前行の

朋Ab王0にかかっている。韻を合わせるためのつけたしではあるまい。

ところで19世紀後半に活躍したロシアのジャーナリストで、『世界のイ

ラスト』＜＜BceMKPHafIHJIJIX）CTPa叩fI”誌の編集者でもあったイリヤ・シ

ューモフは、1870年3月、同誌にレンスキーとオリガによって指されたチ

ェスの一局を、『ェヴゲ一二イ・オネーギン』の内容に合わせて再現して
4J

いる。もちろんこの棋譜は、シューモフ自身の創作であるが、レンスキー

が自分のルークを取ってしまうところまで忠実に再現しており、内容的に

もユニークなので、ここでそれを、私自身のコメントを付して、紹介した

い。白がレンスキー、黒がオリガである。

1．e4e52．f4ef

オープニングはキングズ・ギャンビットのアクセプテッド。現在ではほ

とんど指されなくなった定跡である。黒が正しく応じると、白の苦しい展

開になる、というのが定説のようだ。

3．Nf3g54．Bc4g45．0－Ogf6．d4？

ナイトを失った白としては、駒の展開の速さに期待するしかないが、こ

こでd4は疑問手だと思う。この局面では、Qf3とすべきで、以下、6…Qf6

7．C3Nc68．d4Nd49．Bf7＋Qf710．cdBg7といった展開が予想される。

6…fg？

黒のこの手も疑問。白からBf7以下の猛攻があるので、ここではいった

んd5と指し、白がedと取ってきたら、それからfgとすべきであろう。

7．Bf7＋Kf78．Qh5＋Ke79．Rf4Nf610．Rf6Qe8！

オリガの指したこの手は、この局面での黒の最善手と思われる。もちろ

んキングでルークを取ることはできない。白にBg5とされ、黒はクイー

ンを失ってしまう。
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11．Qh4d612．e5de13．deKd7

ここが問題の局面である。レンスキーはオリガを愛するあまり、ぼうっ

としてしまい、e5のポーンで自分のルークを取ってしまう。現在の公式戦

なら、競技者がルール上許されない着手をした場合、駒を元に戻すことが

認められている。しかし、競技者の指がいったん駒に触れ、しかもその駒

に有効な手がある場合、当該駒による着手が強制される。この局面でレン

スキーが、ルークを取らずに、e5のポーンをe6に進めていたなら、私の

研究によれば、白の必勝となる。なぜなら、ここでキングが逃げる手はな

い。C6やd6にキングが逃げたら、e7のデイスカヴァード・チェック以下、

白は簡単に勝ってしまう。ここはQe6とポーンを取る一手だが、以下、

15，Qd4＋Ke816．Re6十Be617．Qh8Nd718．Qh7Be5＋19．Kg2となって、白の

駒得が大き過ぎ、明らかに白の勝勢である。

14．ef？？？

ところがレンスキーは自分のルークを取ってしまう。この大ポカによっ

て、必勝の局面が必敗の局面（下図参照）になってしまったわけであるが、

ここからのオリガの指しまわしがすばらしい。Bc5のチェック以下、6手

で白のキングをメイトに討ち取ってしまう。

00　　7　　6　　5　　4　　3

a b c d e f g h

14…Bc5＋15．Kg2Qe2＋16．Kg3Bd6＋17．Bf4Rg8＋18．Kh3Kd8＋
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もちろん黒の勝ちは動かないので、Kd8のデイスカヴァード・チェック

でもよいのだが、Qg2とすれば即詰みである。

19．Qg4Qg4Ⅹ

双方に疑問手はあったものの、内容面ではユニークな、楽しい一局であ

ったと言えよう。

2．ツルゲーネフとチェス

2－1　ツルゲーネフの生涯

イワン・セルゲーエヴイチ・ツルゲーネフ（1818－83）は、ヨーロッ

パ・ロシア中部のオリョール県に生まれた。父セルゲイは、古いタタール

の血を引く胸甲騎兵隊の将校であった。一方リトアニア系の母ワルワーラ

は、五千人余りの農奴を抱える大地主で、ツルゲーネフの幼年時代は彼女

の所領であったスパースコエ・ルトヴイーノヴオ村で過ごされた。両親は

経済的には裕福であったものの、屈折した性格を持つ母親と、美貌で伊達

者の父親との家庭生活は落ち着かぬものであり、父の浮気、母の地主とし

ての残酷な振る舞いなどの記憶は、『初恋』くくnepBa月皿沿60Bb，，、『ムムー』

“MyMy，〉といった作品に反映されている。

1833年から1841年にかけて、ツルゲーネフはモスクワ大学、ペテルブル

グ大学、及びベルリン大学で、哲学、歴史、古典語などを修めた。特にベ

ルリン留学時代は、ヘーゲルやゲーテを研究するかたわら、イタリアに遊

学して、西欧美術に親しむなど、作家にとって実り多い時期で、後の彼の

仝ヨーロッパ的教養の基礎を学んだ。

帰国後ツルゲーネフは、哲学の教授になることを志したが、後に断念し

た。当時のロシア政府は大学の哲学講座を危険思想の温床と見なし、閉鎖

したためである。その後内務省の官吏をするかたわら、物語詩や小説、評

論などを発表し、批評家のべリンスキーと交わるうちに、しだいに作家に

なる決意を固めていった。この間、生涯の恋人となるフランスのオペラ歌
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手ポリーヌ・ヴイアルドー夫人と出会い、また母のお針子であった農奴イ

ワノワとの間に娘も生まれている。

1847年、再度のドイツ滞在中に発表され始めた『猟人日記』くく3aⅡⅡCRH

。Ⅹ。TKHKa，，シリーズが、ツルゲーネフの散文作家としての評価を確立した。

フランス二月革命前後の経緯をパリで目撃した後、母の死（1850年）に際

してロシアへ帰国し、広大な領地を兄と相続した。1856年に再び渡欧して

以降は、短期間の一時帰国を除いて、生涯の大半を西ヨーロッパ（主とし

てパリとその近郊ブージヴァル、及びドイツの有名な保養地バーデン・バーデ

ン）で、ヴイアルドー一家とともに過ごした。

1850年代中頃から60年代初頭にかけて、ツルゲーネフは『ルージン』

くくPyAHH，，から『父と子』くくOTqb川AeTK，）にいたる四つの長編を発表し、同

時代の社会の描き手として高い名声を博した。しかし、同時に新世代人の

評価をめぐる党派的論争に巻き込まれ、それまで行動をともにしていた

『同時代人』くくCoBPeMeHKHK），誌の左派批評家人たちと決裂するに至った。

それ以降、彼のロシア文壇への影響力は急速に弱まったが、逆に欧米にお

ける評価は高まり、ゾラやモーパッサン、ゴンクール兄弟、フローベール

ら、フランス文壇人との交流を通じて、ロシア文芸の国際的紹介に大きく

貢献した。晩年には、ロシア国内における彼の評価も再び高まり、1880年、

モスクワで行われたプーシキン記念祭では、若者たちの熱狂的な歓迎を受

けた。それまで仲たがいしていたドストエフスキーとも、このとき和解し

たと言われている。1883年、彼はブージヴァルのヴイアルドー夫人の別荘

で、脊髄癌のため永眠した。

2－2　ツルゲーネフとチェス

ツルゲーネフは生涯チェスを愛し、文筆活動のかたわら、暇を見つけて

はチェスを指していたと言われている。とりわけチェスの理論的な側面に

興味を持ち、チェス雑誌に新手や新しい定跡が発表されると、それを自分

で研究していたらしい。作家の書斎には、当時発行されたチェスの教科書
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や定跡書などもいくつかあったと言う。それらは現在、オリョールのツル
°J

ゲーネフ博物館に保存されている。

1852年春、ツルゲーネフは突然逮捕され、一か月の拘留の後、領地村に

て一年半の「蟄居」を余儀なくされた。直接の理由は、ゴーゴリの文学的

功績を称えた追悼文『サンクト・ペテルブルグからの手紙』を『モスクワ

通報』くくMocKOBcKH政BecTIIHK），誌に載せたためとされているが、真因は

『猟人日記』の農奴制批判に対する、当局の報復であったという説もある。

それはともかく、ツルゲーネフはこの蟄居中、当時彼が購読していたイギ

リスのチェス雑誌＜＜ChessPlayersChronicle”の各号をじっくり熟読し、同

誌に掲載されているほとんどすべての棋譜に、鉛筆で印がつけられており、

熱心な研究の跡が窺われる。

ツルゲーネフは当時からチェスの強豪として知られ、ロシアの作家や文

学者の間では最強の指し手であったことは疑いない。アレクセイ・トルス

トイやボロンスキーに勝ち、ネクラーソフの住居で指されたレフ・トルス

トイとの一戦も、ツルゲーネフの2勝1敗だったらしいが、これらの棋譜

が残されていないのは残念である。

ツルゲーネフはモルフィー、アンデルセン、シュタイニッツといった当

時最高のチェスの指し手たちとも知己があり、しばしば外国のマスターた

ちとも対戦した。1862年、パリのカフェ・ド・ラ・レジャンス（CafEdela

Regence）で行われたトーナメントで、64名中2位の好成績を収めたりも

している（因みにこの大会の優勝者は、当時フランスの強豪選手として知られ

ていたリヴイエールであった）。

また、ツルゲーネフは1861年にパリでポーランドのチェス・マスター、

マチュスキーと対戦し、2勝4敗で敗れている。しかし、チェスのマス

ターと言えば、プロ並みの実力の持ち主であるから、この成績は、逆にツ

ルゲーネフの強さを証明していると言えよう。そのうちの一局、ツルゲー

ネフの見事な勝局を見てみよう。マチュスキーが白、ツルゲーネフが黒で
6′

ある。
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1．d4d52．C4e63．Nc3Bb4

オープニングはクイーンズ・ギャンビットのディクラインド。現在でも

よく指される定跡の一つである。

4．f3C5！

この局面では、私ならNf6としたいところだが、ツルゲーネフの指し

たC5もいい手だと思う。

5．a3Bc3＋6．bcQa5

ここでも、私ならNf6と指すが、Qa5とはずいぶん積極的だ。

7．Bd2Nf68．Qc2Bd79．e4

ここからのツルゲーネフの攻めは見ごたえがある。

9．．．delO．fecdll．cdQh512．Nf3Qg6！

放っておけばe4のポーンが取られるし、ビショップでそれを守れば、

g2のポーンが落ちる。両者を見合いにしたツルゲーネフの好手。

13．Bd3Qg214．RflNc615．0－0－0Ng416．Rdelh6？

緩手。このゲームで初めて見せたツルゲーネフの疑問手。ここは当然ナ

イトでポーンを取る一手であろう。16．．．Nh217．Nh2Qh2となって、黒は優

勢を確立することができた。

17．d5？

ここで相手も間違えた。白としてはeファイルのポーンをついて、

17．e5Nf218．Be2Nh3とする方がまさった。

17．”Nce518．Ne5Ne519．RglQf320．Re3Qf621．Bc3Nd3＋？

ツルゲーネフの三つ目の疑問手。この局面でナイトとビショップの交換

を急ぐのは、いささか安易であろう。Rc8がまさった。

22．Qd3Qe723．Bg7Rg824．Reg30－0－025．Qe3？

私なら喜んで、ビショップでh6のポーンを取る。

25…b626．Qh6？

ポーンを一つ得したが、クイーンが中央の戦場を離れ、疑問である。

26…Qc527．Bd4？
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この手は悪手であろう。ここではじっとKbl、あるいはQf6と白が指し

ていたら、このゲームはツルゲーネフの負けと思われる。

27．．．Qc4＋28．Rc3Rgl＋29．Kd2Qc3＋30．Kc3Rg4

この局面（下図参照）は、はっきりツルゲーネフの方が優勢であろう。

クイーンは取られたものの、窯の二つのルークは、相手のクイーンより、

ずっとよく働いている。

8

7

6

5

4

3

2

1

心x蒙
．・．ぢ－tハ

ふ　　土　ふ

ふ　　　　ふ

△

△　色

ノ　′′　　　　　　′

且△
ン　′h

ノ　　　　〃

、　や

コ鄭98

皆

a b c d e f g h

31．Qh5Rf432．Qe5Rf3＋33．Kb2Rg834．Bc3Ba435．Qd4Rg2＋36．Bd2

Bd737．h4Rff238．Kc3Rd2！

ツルゲーネフに勝利をもたらした決め手。もしクイーンでルークを取っ

て来たら、駒を総交換して、黒必勝の易しいエンディングになる。

39．Qh8＋Kb740．h5ed41．ed Rd542．h6Bf543．Qf6Rc2＋44．Kb4a5＋

45．Ka4

ここではいろいろな勝ち方がある。私だったら、Rcd2として、次に

Bc2のメイトを狙いたいところだ。

45．”Rc746．Kb3Rb5＋47．Ka4Bd7

ここで白が投了。若干の疑問手はあったものの、ツルゲーネフの会心譜

と言えよう。
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2－3　ツルゲーネフの作品に描かれたチェス

ツルゲーネフは生涯チェスを愛し、ロシアの文学者のあいだでは最強の

指し手であったにもかかわらず、不思議なことに、自分の作品の中でチェ

スを描くことには消極的であったようだ。この点で、プーシキンやトルス

トイとは違っている。とは言え、彼のいくつかの作品では、主として副次

的な登場人物がチェスを指しているし、印象的な比喩表現の中にチェスが

組み込まれている例もある。例えば『父と子』の中に次のような描写があ

る。

「ちがう、ちがう！」パーヴェル・ペトローヴイチは突然堰を切った

ように叫んだ。「君たちが正しくロシア民族を理解しているとは、私は

信じたくない。君たちがロシア民族の要求や、その願望を代表している

なんて、信じられんのだ！いや、ロシア民族は君たちが想像している

ような、そんなものではない。ロシア民族は伝統を神聖なものとして崇

めているし、家長制度を重んずる民族なのだ。信仰なくしては生きてい

かれないのだ……」

「ぼくはそれに反論しようとは思いませんね」とバザーロフはさえぎ

った。「むしろその点ではあなたが正しいと、賛成してもいいとさえ思

っています」

「だが、もし私の言うことが正しいなら……」

「でもやはり、それはなんの証明にもなりません」

「確かになんの証明にもなりませんよ」とアルカージイは確信をもっ

て繰り返した。それは経験豊富なチェスの棋士が、見た目に危険な手を

相手が指そうとしているのを予測し、それが故にいささかもひるむこと

がなかった、そのような確信であった。

原文は以下の通り。
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一HeT，KeT！－　BOcKJIKKHyJI c BHe8aIIHhIM rIOPhIBOM rlaBeJI

rIeTPOB的，－fl He XOtIy BePHTh，tlTO BhI，rOcrLOAa，TOtIHO3HaeTe

pyccKⅡ政　HaPOA，qTO BhIIIPeJICTaBHTeJIH erOI10TPe6HOCTe政，erO

C・rPeMJleHII丘！HeT，PyCcKⅢ血　HaPOA He TaRO丘，KaKHM BLI erO

B006paxaeTe・OIICBflTO tZTWrIIPeAaHHfl，OH－naTpKaPXaJIhIIhI血，OH

ⅡeMO刀KeT刀KHTh6e3BePhI…

一月Ke CTaIIyⅡPOTHB aTOrO CrIOpWrb，－rIePe6EJI Ba3apOB，一見

Aa）Ke POTOB cOIl皿acHTbc只，qTO B∈汀0M B勘【HpaB五・

一AecJI刀：月∴ⅡPan‥

－　H BCeTTaICH3TO HHqeI、O He只OIは3LIBaeT．

T HMelII王O HKTlerOIIe AOrCa3hIBaeT，－　rIOBTOPHJI ApKaAII飯　c

yBepeKHOGTⅢ100IlhITIIOrOⅢaXMaTHOrO KrpOIは，KOTOphI劫rlPe几BI王只eJI

OIIacIIhI痕，Ⅱ0　m叩四MOMy，Ⅹ0只IlpOTHBHHKa　刀：rIOTOMy HKcROJIhKO He

．．

cMyTH瓜C兄・

パーヴェル・ペトローヴイチとバザーロフの間で激論が始まるや、子の

世代の代表として、アルカージイはバザーロフを援護射撃する。「確かに

なんの証明にもなりませんよ」と彼が確信をもって言うとき、その確信と

は、経験豊かなチェスの棋士が相手の危険な手を読みきったときに感じる

ような確信であると、ツルゲーネフは措写しているわけである。このよう

な何気ない描写の中に、的確な比喩表現を導入するところに、通俗的な小

説家とは違った、ツルゲーネフの作家としての力量を感じさせられる。

3．トルストイとチェス

3－1トルストイの前半生－『戦争と平和』に至るまで

レフ・ニコラーエヴイチ・トルストイ（1828－1910）は、伯爵家の四男と

して、モスクワから南方へ190キロほど離れたヤースナヤ・ポリヤーナで
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生まれた。2歳のときに母を亡くし、9歳で父と死別したが、叔母たちの

後見のもとで過ごされた幼年時代は、概して安穏で幸福なものであり、作

家にとってこの幼い時代の思い出は、積れを知らぬ、幸せな「黄金時代」

として、後に絶えず想起されることとなる。父の死後、1841年に叔母の領

地があったカザンに移り、1844年カザン大学東洋学部に入学した。トルス

トイはアラビア・トルコ語学科を選んだが、その保守的な教授法になじむ

ことができず、後に法学部に転じたものの、ヤースナヤ・ポリヤーナの領

地を相続したのを機会に、大学に強制されないで勉強したいという希望か

ら中退し、以後は領地経営や、農民のための学校の開設といった仕事に取

り組むことになる。

トルストイ文学の大きな特徴は、「自伝的」であるというところにある。

それは「日記」をつける習慣や、自己を絶えず凝視し、観察するという、

彼のいささか病的な性癖と切り離すことはできない。トルストイが書いた

膨大な量の日記は、大学時代のものから残っているが、理想の追求、自己

反省、厳しい自己啓発というトルストイ文学の特質は、すでに初期の日記

の中に、はっきりと見て取ることができる。

1851年、領地での生活に飽きたトルストイは、カフカスで従軍していた

兄のもとに行き、翌年下士官の採用試験を受けて合格し、正規の砲兵下士

官となった。自伝文学中の傑作とされるトルストイの処女作『幼年時代』

くくJIeTcTBO”（1852）はこの時期に書かれたもので、『同時代人』＜｛CoBpe－

MeHIIHK，，誌に発表され、世の注目を浴びた。1856年、軍務を離れたトル

ストイは文学を自分の天職とみなし、創作に専念するようになる。1857年

に『青年時代』“沿HOcTh－，を書き上げ、さらに『コサック』“Ka3aRⅡ，，に

取りかかった。クリミア戦争にも従軍し、その戦争記録である『セヴァス

トーポリ物語』“CeBaCTOIlOJIbCKHePaccKa3hI”（1855－56）は、彼の作家と

しての名声を不動のものにしたと言える。その後トルストイはペテルブル

グに出て、ツルゲーネ7、グリゴローヴイチ、ネクラーソフといった作家

たちともつき合うが、これら『同時代人』誌グループを中心とする旧世代
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の作家たちとはそりが合わず、やがて首都を去り、自分の生き方を模索す

る苦悩の日々が続いた。そんな中で農地経営や農民教育の仕事にも力を注

いだものの、結局はうまく行かなかった。

トルストイが二度にわたって西欧旅行（1857、1860－61年）を試みたのも、

自分の生きる道を求める模索の試みであったと言えよう。一回目の西欧旅

行では、パリのギロチンによる公開処刑から受けた残酷な印象と、ルツェ

ルンでの不愉快な経験（イギリスの観光客が大道芸人を侮辱したのをトルス

トイは目撃したらしい）が、それまでトルストイが文明社会に対して抱い

ていた疑念を一層つのらせることとなった。二回目の旅では、ツルゲーネ

フ、ゲルツェン、ブルードン、マシュウ・アーノルドらに会い、各地の小

学校や幼稚園を見学して歩いた。旅の途中で療養中の兄ニコライの死をみ

とったが、この兄の死が与えた衝撃は、トルストイの生涯における、思想

上きわめて重大な転回点となったと考えられている。肉体の活力や生命力

の本能的な発露を肯定し、それに信仰に近い感覚を寄せていたトルストイ

にとって、生の喜びを脅かす死の恐怖は、「生」を根底から揺るがすもの

と思われた。死の恐怖は生の意味への疑念を深めさせ、ついには後年の宗

教的回心をもたらすに至ったと言えよう。

1862年、医師ベルスの次女ソフイヤと結婚したトルストイは、家庭の幸

福に満たされた、精神的にも金銭的にも安定した生活に入った。家事を取

り仕切り、夫の作品を何回となく清書し、13人の子を生んだ妻の献身の上

に、家庭生活の叙事詩、家族の記録とも言うべき『戦争と平和』“Bo血Ha

KM岬，（1865－69）が生まれたのである。

3－2　トルストイとチェス

トルストイが大のチェス好きであったことは有名である。彼は青年将校

としてカフカスに二年ほど勤務したが、チェスに熱中したことが原因で、

聖ゲオルギー十字章をもらい損ねたというエピソードがある。トルストイ

の軍人としての勇敢な行為に対して、聖ゲオルギー十字章の受勲が予定さ
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れていたのだが、ある日、哨兵勤務を命ぜられたとき、彼は歩哨に立つ代

わりに、夜更けまでチェスを指していた。そして師団の上官がそれに気づ

き、逮捕を命じた。結局、このトルストイの職務怠慢行為に対する処分と

して、逮捕は免れたものの、彼は聖ゲオルギ一章受勲の権利を失ってしま

った。

ある書簡の中でも、トルストイは「私はチェスと本と狩りのない生活を
8）

想像できない」と告白している。トルストイが若い頃からチェスに熱心に

取り組んだことは、彼の日記を見てもわかる。そこには、彼が誰と対戦し

たか、チェスにどれくらい時間を割いたか、克明に記されている。多いと

きは、一日に三時間もチェスの研究に費やしている。晩年には、チェスが

日課の一項目となり、文字通り毎H、一定の時間になると（たいていは夕

方）、作家はチェスを指した。トルストイが最も多く対戦した相手は、ピ

アニストのホルデンワイザー（A．roJIh只eHBe政8ep）であり、15年間にわた

って600局以上も指している。

ところでトルストイのチェスの実力はどの程度だったのであろうか。彼

が残した棋譜はいくつか現存しており、ここではその最も有名なものを検

討するとしよう。対戦相手は、トルストイの作品の英語への翻訳を担当し、

二巻本の伝記の編集者でもあったモード（3．MooA）であり、1906年に
9）

ヤースナヤ・ポリヤーナで指された一局である。

1．e4e52．f4ef3．Nf3g54．Bc4g45．Ne5

オープニングはキングズ・ギャンビットのアクセプテッド。本稿第1章

で見たレンスキーとオリガの対局と同じ出だしである。ただし、黒の4手

目g4に対し、レンスキーはキヤスリングをしてナイトを犠牲にしたが、

トルストイはNe5と逃げた。

5．．．Qh4＋6．Kfld5

黒のd5は定跡にない手。ここでの定跡は、Nc6かNh6。f3もあり得る。

たとえばNc6に対しては、7．Nf7Bc58．Qelg39．Nh8Bf210．QdlNf611．d4

d512．edBg413．Be2Nd4といった展開が予想されるが、少し白が苦しいで
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7．Bd5f38．gfQh3＋9．Kel

トルストイはキングをelに逃がしたが、f2やglに逃げる手も成立す

ると思われる。たとえばKf2の後、9…Nh610．d4f611，Nd3gf12．KelBd6

といった展開が予想される。

9．．．g310．d4？

トルストイの指したこの手は疑問手。Clのビショップを使うため、d4

と指したのであろうが、次のQg2が厳し過ぎる。それを防いで、ここで

はQe2の一手。

10…g2？？

この手は大緩手。ここでは当然Qg2とすべきで、以後11．Rflgh12．Bf7＋

Kd813．Bc4Be714．Nf7＋Ke815．Qe2hl→Q16．RhlQhl＋17．Kd2Nh618．Nh8

Bg5＋となり、黒の圧倒的優勢の局面と思われる。

11．Rgl？

相手のミスで命拾いしたトルストイであるが、この手も疑問手。ルーク

が逃げる前に、Bf7＋のチェックを入れたかった。以下11…Kd812．Rgl

Qh213．Kf2Qh4＋14．Ke2Bh315．Nc3Bh616．Bh6Qh6といった進行が予想

され、形勢不明だが、少なくとも本譜よりは、白にとって好ましい展開で

あろう。

11．．．Qh4＋

私だったら、Qh4とチェックする前にNh6として、自からのチェック

Bf7を防いでおきたい。

12．Ke2Nh613．Rg2C614．Bh6cd15．Bf8Kf816．QelQe717．Nc3f6

ここではすでに、白が優勢のようだ。黒がf6の代わりにNc6としても、

以下18．Qg3Nd4十19．KdlNe620．edとなって、白の勝勢である。

18．Nd5Qd6

すでに自優勢の局面（次図参照）であるが、ここでトルストイに好手が

出る。もちろんe5のナイトが逃げたりはしない。
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19．Qg3！

次にQg7のチェックとNg6のチェックを見合いにしたいい手だ。トル

ストイの実力を示している。

19．．．fe20．Qg7＋Ke821．Qh8＋

ここで黒が投了。いくつか疑問手はあったものの、攻めの好手もあり、

なかなか見どころの多い一局であったと言えよう。

3－3　『戦争と平和』に描かれたチェス

トルストイは、チェスを直接のモチーフとした作品こそ書いていないが、

自分の作品の中で、さまざまなレベルでチェスにかかわっている。文学的

見地から最も重要なのは、比喩表現の中でチェスに言及されているケース

であろう。『戦争と平和』の中から、二つほど具体例を見ることにしよう。

後の考察の便宜を図るため、まず原文を引用し、その後に拙訳を載せる。

B TO BpeM只XaK3TOⅡpOⅡcXO脚JlO BIleTeP6ypre，車paI叫y3hIy刀Ke

rlpOHIJlK CMOJIeHCfC K BCe6JlK2EteⅡ6JlK拭e rIOABKFaJIHcbIC MocI柑e．

HcTOpKK HaHOJIeOHa TheP，TaK2Ete，KaKI王只pyrHe HCTOPHKH HaⅡOJIe－

OHa，rOBOPItT，CTaPafIChOIIPa瑚aTh CBOeIlOrePO只，tITOHaⅡOJleOH6hIJl
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ⅡpHBJIetleH K cTeHaM MocKBLIHeBOJIbH0・0HⅡpaB，KaK KllPaBLIBCe

HcTOpH粗，K叫yⅡlHe06MCIIelIH月‥cO6hlTH丘HcTOPHtIecKKXBBOJleOAHO－

ro tIeJTOBeRa；OIIIIPaB TaIC）Ke，KaIC K PycCICHe HCTOPH船町yTBep罰KAaKト

叫Ⅵe，tlTO HaIIOJleOH6hIJlHPHBJletIeIII（MocKBe PtCKyCcTBOM pycCKHX

rIOJIItOBOJIqeB．　3Jlecb，　KpOMe　　3aIくOHa PeTpOCIIeItTPlBHOcTK

（BOBBPaTHOCTH），rlPe只CTaBJI兄10叫erOBcerIPOⅢeJlⅢeeIlpltrOTOBJIeIIHeM

R COBePⅢHBIHeMycJl車aKTy，eCTb eⅢle B3aHMIIOCTh，ⅢyTaIOⅡla屈【BCe

AeJIO・XopoHlⅡ血HrpOR，HPOHrPaBⅢ嘘BImXMaThI，KcKPeHHe y6e拭一

只eH，1TO erO rlPOHrpLIIロ　HPOK30IHeJ10T erO OlHH6m，班　0H

oThICFEKBaeTaTyOlHK6KyBEatlaJIecBOe血HrphI・EIO3a6LIBaeT，qTOB

KaKAOM erOlHare，BIIpO只OJIXeHHe BCe飯肝Ph1，6hIJIK TaIくHe Ke

oHlK6m，trrOIIK OJ叩H eIlO XOA He6hI誼cOBePHleHeH・OIHⅡ6Ka，Ha

ROTOPyIO OIIO6paIIIaeT BKHMaIIHe，3aMeTEa eMy TOJlhKOIIOTOMy，qTO

IIPOTIIBHHKBOCⅡOJIh30BaJICfIeKI・HacKOJlbKOXeCJIORHee〇TOrOHrpa

BO丘IIhI，rIPOⅡcXOJlfl叫afl B H3BecTIIHX yCJIOBH兄Ⅹ　BPeMeI王K，H rAe He

O只Ea BOJI兄　PyltOBOAWr　6e3拭H8HeEHhIMH MaHlHHaMH，a rAe BCe
lOノ

BbITeKaeTH36ecT”cJTeHEOrOCTOJIKHOBeZIH兄pa3JImHhIXrIPO班3BOJIOB？

〔拙訳〕ペテルブルグでこんなことが起こっていたときに、フランス兵

はすでにスモレンスクを過ぎて、しだいにモスクワに近づきつつあった。

ナポレオン専門の歴史研究家であるティエールは、他のナポレオン研究

者たちと同じように、自分の英雄を弁護しようとするあまり、ナポレオ

ンがモスクワの城壁へ引き寄せられて行ったのは、彼の意思によるもの

ではなかった、と述べている。歴史的事件の解明を一個人の意思に求め

ようとするすべての歴史家たちが正しいと言うのと同じ程度に、彼も正

しい。ロシアの歴史家たちが、ナポレオンはロシアの司令官たちの作戦

によってモスクワへ誘いこまれたのだと主張するのと同様、彼も正しい

のである。ここには、過去のすべてを、すでに起こった事実に対する準
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債と見る因果（回帰）の法則のほかに、あらゆることを混乱させようと

する相関関係というものが存在している。上手な指し手でも、チェスに

負けると、それは自分の手に誤りがあったためだと思い込んでいる。そ

してその誤りを序盤戦に兄いだそうとつとめるのだが、勝負のあいだの

一手一手に、やはり同じような誤りがあり、一手も完全に進められてい

なかったことを忘れているのだ。彼が注意を向ける自分の悪手は、それ

が相手に利用されたがために、はじめて気がつくものである。時間の一

定の条件の中で行われ、一つの意思がいくつかの生命のない機械を動か

すというのではなく、すべてが雑多な窓意の無数の衝突から生まれる戦

争というゲームは、その複雑なことはチェスの比ではない。

ここで用いられているのは、文学的にはアナロジー（aKa皿OrH只）の手法

であり、戦争をチェスにたとえて論じている。このような発想はわが国に

もあり、たとえば戦国時代の武将が自分の兵と相手方の兵を将棋の駒に見

立てて、双方の戦力を分析し、作戦を練るといったシーンは戦記ものなど

でしばしばお目にかかるところである。それはともかく、トルストイも指

摘しているように、チェスの指し手は自分が負けた場合、その敗因を序盤

戦にまでさかのぼって見つけようとする傾向がある。ただ自分の悪手は、

相手に利用された場合には気づくが、そうでない場合は気づきにくいもの

である。知らない間にお互い悪手ばかり指していたというケースも、まま

生じるのであり、こんなところにチェスというゲームの難しさがある。ま

た、これもトルストイが正当にも指摘していることだが、チェスと戦争と

の間には相違点もある。つまり、チェスの駒がどこに動くかは、指し手の

意思に完全に依存する。それに対して戦争では、実際に戦っている兵士た

ちは、一人一人が意思を持った人間であるがゆえに、必ずしも司令官の命

ずるとおりに行動するとは限らない。戦争というゲームの複雑さを、チェ

スと対比させることによって、トルストイは見事に描写していると言える

であろう。もう一か所引用する。
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nbePCyAHBJIeI王KeM rIOcMOTpeJ【HaflerO・

－0只HaIC0，－cIくa8aJIOE，一Be几b rOBOpiI′rXe，qTO BO丘HaⅡOJ106Ha

EaXMaTHO丘ⅢPpe・

－Jla，－　cIは3aJIIH兄3h AH只pe血，－　TOJIhICO c TOK）MaJleKbKOIO

Pa3H叫e軋tTO BIHaXMaTaX HaA Ka罰KAhIMIHaIlOM Th【MO刀KeInb只yMaTb

CICOJIhKO yIlO只HO，tlTO TLI TaM BIIe yCJIOBK政BPeMeIIK，H eue C TO鎮

PaBHHrte軋　TITOICOIIb BCer、JIa CKJlhHeeIleIⅢm旺　H ABeIIeulK刀【：BCeIIJIa

cHJlhHee OAHO政，a Ha BO血Ke OJ叩fl6aTaJIhOII】相Or只a CKJlbHee只KBH3ItH，

aI王HOrAa CJIa6ee poThI．OTIIOCKTeJlbHa月　CHJIa BO最CFe HHKOMyIle

MO2KeT6hITh H3BecTIIa・rloBeph MIIe，－CKaaJIOII，－trrO eKeJIK6hI

TITO3aBHceJIO OT PacIIOpfImteHK薩】ma60B，TO兄6h16hlJITaM H只eJIaJ1

6hIPaCI10pfI2KeIIH兄，a BMecTO TOIIO月KMeIO tIecTI，CJIy器KTh3Aecb，B

ⅡOJIRy BOT C aTI覆MH rOcⅡ0AaM叫　H cqHTaI0，1TO OT HaC

只e血CTBHTeJIhHO　6yAeT　3aBHCeTh3aBTpaⅡlHH政只eHh，a He OTIIⅡⅩ・・・

ycIIeX HKKOrAaIIe aaBHCeJlII］旺e6y只eT aaBKceTh HIIOTIlOaHIIHH，Im

11ノ

OT BOOPy貰Ke王IⅡfI，HK只a力te OT tIHCJIa；a y2Et MeII王，Ⅲe BCerO OTIIOBm郡m

〔拙訳〕ピェールはびっくりして彼を見た。

「でも」と彼は言った。「話だと、戦争はチェスみたいなものだという

じゃありませんか」

「そうだよ」とアンドレイ公爵は言った。「わずかに違いがあるとすれ

ば、チェスならどの駒を動かすにもどれだけの時間でも好きなだけ考え

られる。つまり時間の条件の外にあるということと、もう一つはナイト

は常にポーンよりも強く、二つのポーンは一つよりも強いと決まってい

ることくらいかな。ところが戦争では一個大隊がときには一個師団より

強いことがあるし、またときには一個中隊よりも弱いことがある。両軍

の相対的な力というものは誰も知り得ない。ぼくは断言するが」と彼は

言った。「もしすべてが司令部の命令によって決せられるのだったら、
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ぼくは司令部に勤めて、命令を出していただろうね。ところがぼくはこ

こで、連隊に、これらの諸君とともに勤務する光栄を選び、明日を決す

るのは実際にわれわれであって、彼らではない、と考えている……。成

功が陣地によっても、武器によっても、兵の数によってすら決せられた

ことは、過去にも一度もなかったし、これからもないだろう。なかでも

陣地などもっとも小さな要因さ」

ここでもトルストイは、アンドレイ公爵の口を借りて、戦争をチェスと

比較して論じている。いかにもチェスが好きだったトルストイらしい描写

であると言える。しかし、「チェスならどの駒を動かすにもどれだけの時

間でも好きなだけ考えられる」というアンドレイ公爵の見解は、現代のチ

ェスには当てはまらない。現在では、チェスの公式戦はすべて厳しい時間

制限のコントロールのもとに置かれており、勝ち負けのはっきりしない局

面で時間切れとなった場合、たとえ優勢であっても、そのプレイヤーの負

けとなる。また、「ナイトは常にポーンよりも強く、二つのポーンは一つ

よりも強いと決まっている」というのも正しくない。エンディングにおい

ては、ポーンがナイトよりも強いケースはしばしば生じるし、クイーンへ

の昇格が約束された一つのポーンは、昇格の見込みのない二つのポーンよ

りはるかに強いからである。

いずれにせよ、的確な比喩表現はトルストイの最も得意とするところで

あり、チェスを愛した作家であるだけに、しばしばチェスが引き合いに出

されるのは興味深い現象と言えよう。

むすびにかえて

以上、19世紀のロシア文学を代表する三人の作家とチェスとの係わり合

いを見てきたが、私がこれまでに調べた文献から総合的に判断すると、や

はりツルゲーネフの実力が群を抜いていると思われる。本稿に引用した棋
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譜を見ても、彼は相当先の局面まで想定した上で、着手を選んでいる。

プーシキンの指した棋譜が現存しないため、この大詩人の実力を客観的に

評価することができないのであるが、ウラジーミル・ナボコフは『ェヴ

ゲ一二イ・オネーギン』の注釈書の中で、チェスの実力は、レフ・トルス
‖弓巳

トイの方が上であると述べている。

今回は19世紀の作家に限定して検討したが、「文学とチェス」という

テーマでは、やはり20世紀の亡命作家であるナボコフを無視するわけには

いかないだろう。チェスを主要テーマとし、しかもロシア語で書かれた作

品として、『ルージン防御』は極めて興味深い対象である。いずれ機会を

見つけて、この作品を論じてみたい。

私は平成13年度から、亜細亜大学の授業において「テーマ研究」を担当

している。初年度は「亡命文学研究」というテーマで、イワン・ブーニン

やナボコフの作品を扱い、『ルージン防御』の英訳版である＜｛TheDefense〉）

も、苦労しながら、学生たちと一緒に読んだ。受講生がロシア語の履修者

でなかったため、ロシア語の原書ではなく、英訳版を用いたのであるが、

非常に難解なテキストであった。それでも主人公ルージンのいささか歪曲

されたチェス・プレイヤーとしてのイメージが学生の興味を引いたらしく、

いつの間にかチェスというゲームそのものに、彼らの関心も移って行った。

平成14年度からは「文学とチェス」というテーマのもとに11人の学生が集

まり、チェスの実戦を楽しみながら、この大きなテーマについて考えてい

る。彼らがどんなレポートを書くか、今から楽しみである。

ところで、今回の研究に際し、ロシア文学の翻訳に接してみて、チェス

の記述に関しては、相当問題のあることがわかった。『ェヴゲ一二イ・オ

ネーギン』の誤訳に関しては本文でも指摘したが、その他、ツルゲーネフ

の『父と子』や『ルージン』、トルストイの『戦争と平和』といった作品

の中で、ことごとく誤訳しているのである。翻訳の大家と言われる人たち

がチェス（ⅢaXMaTH）とチェッカー（ⅢaIHKH）を区別せず、uaXMaThIを

平気で「西洋将棋」などと訳している。ポーン、ナイト、ルークといった
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駒の名称も正確に訳されていない。わが国でチェスが普及していないこと

も、これらの誤訳の一因と思われるが、やはり直して行くべきであろう。

私もロシア文学者を名乗る以上、質の高い翻訳を世の中に一つずつ出して

行かねばならないと思っている。それが私の余生に課せられた義務なのか

もしれない。

注

1）1832年9月30［］頃、モスクワからペテルプルグにいた妻に宛てて、プーシキ

ンはこの手紙を書いている。

http：／／www．rvb．ru／pushkin／01text／101etters／183137／01text／1832／1687499．

htm参照。

原文は以下の通り。

“BJlarOJIaPK，，JIyEa MO兄，3a TO，TTTO B HlaXMaTLlytIHⅢbc乱3TO HeⅡPeMeI王HO

Hy賞HOBOBCJtKOM6JIarOyCTPOeIIIIOMCeMe政cTBe；几OKaXyFIOCJIe”．

2）http：／／www．infosport．ru／press／szr／1999N1－2／p60－61．htm参照。

3）rIyHlmH A．C．“ColrHHeHK兄　B TPeX TOMaX”．T．2．XyJIO器ecTBeHHa兄

JIWrepaTypa，MocKBa・1986．C．250・

4）JIHHJtep H．M．くくIlylEKKH，JlD60BhH HlaXMaTLI”．AnTHfLOP，MocJ｛Ba．1999．C．

250．

5）http：／／www．verstl．ru／arehlV／html／1999／92／sporthtm参照。

6）http：／／www．totalchess．spb．ru／HIStOry／Historyhtm8－11頁参照。

7）TypreHeBH．C．＜・Co6paHKe cOtImleHH政BJIBeHaJIIlaTHTOMaX”．T．3．XyA0・

葦eCTBelIHa月：J7WrepaTyPa，MocI（Ba．1954．C．214．

8）く‘月HehtOry叩瑚cTaBmbce6e刑3Hb6eaIⅡaXMaT，KHKPH0XOThい，．

9）http：／／www．totalehess．spb．ru／History／Historyhtm7r8頁参照。

10）ToJIcTO血Jl．H．“Bo血HaⅥMHP”．T．3．3KcMO－rIpecc，MocKBa．2001．C．

132－133．

11）TaMKe，C．206．

12）Ha60KOBB．B．reohtMeHTaPH蕗KPOMaHyA．C．IlyHITtHEa“EBreHH丘OHerHH”．

HcKyccTBO－CrI6，CaHI汀・IleTep6ypr．1998．C．363．
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TypreIIeBH．C・｛くCo6paHⅡeCOllHHeHH血BJIBeHaJIIlaTHTOMaX”・T・3・

Xy只0万CecTBeHI王aTlJlKTePaTypa，MocIくBa．1954．

ToJTCTO丘Jl．H．＜・Bo政EaKMHP”．T．3・3KCMO－npeCC，MocKBa・2001・

Ha60ICOB B．B．KohIMeH・PaP山蕗K pOMaHy A．C．IlyIEKHHa　くくEBreHH血OHerHH”・

HcIくyCCTBO・CI16，CaHICT－IleTeP6ypr．1998．

その他、インターネットのサイトに関しては、それぞれの注を参照のこと。
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